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令
和
７
年
度

上
半
期
財
政
事
情

上
半
期
財
政
事
情

　　

９
月
30
日
現
在
の
一
般
会
計
予
算
額
は

54
億
７
８
６
万
５
千
円
で
、
当
初
予
算
か

ら
２
億
２
，
２
１
１
万
９
千
円
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
高
等
学
校
学
生
寮
増
設
工

事
や
定
額
減
税
補
足
給
付
金
な
ど
の
補
正
を

行
っ
た
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
４
つ
の
特
別
会
計
予
算
の
合
計
額

は
７
億
８
，
３
８
６
万
７
千
円
で
、
当
初
予

算
か
ら
１
，
０
１
３
万
９
千
円
増
加
、
簡
易

水
道
事
業
会
計
は
３
億
１
，
５
１
８
万
７
千

円
で
、
当
初
予
算
よ
り
５
７
３
万
８
千

円
増
加
、
公
共
下
水
道
事
業
会
計
は

３
億
４
７
８
万
２
千
円
で
当
初
予
算
か
ら

２
５
１
万
５
千
円
増
加
し
て
お
り
、
全
会

計
を
合
わ
せ
た
本
年
度
の
予
算
総
額
は

68
億
１
，
１
７
０
万
１
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

一
般
会
計
の
予
算
額
と
収
入
済
額
・
支
出

済
額
の
内
訳
は
【
表
１
】
の
と
お
り
で
、
予

算
額
に
対
し
て
９
月
30
日
ま
で
に
収
入
し
た

割
合
は
47
・
２
％
で
、
中
で
も
地
方
交
付
税

は
予
算
額
26
億
４
，
３
７
９
万
２
千
円
に
対

し
、
収
入
済
額
は
17
億
９
，
３
４
９
万
８
千

円
で
収
入
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
道
の
駅
再
編
整
備
事
業
な
ど
の
財

源
に
充
て
る
国
庫
支
出
金
は
、
事
業
が
完

了
し
て
か
ら
交
付
さ
れ
る
た
め
収
入
割
合

は
16
・
４
％
、
同
じ
く
町
有
林
整
備
な
ど

の
財
源
に
充
て
る
道
支
出
金
の
収
入
割
合

は
37
・
８
％
と
な
っ
て
お
り
、
町
税
の
収

入
割
合
は
63
・
８
％
、
道
の
駅
再
編
整
備

事
業
や
東
幾
寅
線
整
備
事
業
な
ど
の
財
源

に
充
て
る
町
債
（
借
金
）
は
、
来
年
３
月

以
降
に
借
入
れ
る
た
め
９
月
30
日
ま
で
の

収
入
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ち
の
予
算
規
模
は
？

全
会
計
の
予
算
総
額
は

　
68
億
１
，
１
７
０
万
１
千
円

歳 入
予 算 現 額 54 億 786 万 5千円

収 入 済 額 25 億 5,255 万 5 千円

収 入 割 合 47.2％
歳 出

予 算 現 額 54 億 786 万 5千円

支 出 済 額 21 億 679 万 5千円

支 出 割 合 39.0％

【表１】一般会計予算の執行状況（令和７年９月 30 日現在）

　
「
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
上

半
期
（
４
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
）
の
予
算
執
行
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

総
務
課
財
政
係　
☎
５
２
‐
２
１
１
２

　
収
入
は
・
・
・

■
一
般
会
計
の
執
行
状
況

地方交付税
（67.8％）

総 務 費
（39.7％）

町 債
（0.0％）

教 育 費
（29.7％）

国庫支出金
（16.4％）

公 債 費
（51.4％）

諸 収 入
（70.2％）

民 生 費
（44.1％）

町 税
（63.8％）

商 工 費
（33.3％）

繰 入 金
（0.0％）

職 員 費
（47.1％）

道 支 出 金
（37.8％）

土 木 費
（25.3％）

使用料及び手数料
（41.6％）

農林産業費
（41.3％）

そ の 他
（52.9％）

そ の 他
（35.1％）

2億円 2億円4億円 4億円6億円8億円28 億円 12 億円8億円6億円

予算現額 予算現額
収入済額 支出済額

4億 6,634 万 8 千円4億 6,634 万 8 千円

26 億 4,379 万 2 千円　　26 億 4,379 万 2 千円　　
17 億 9,349 万 8 千円　　17 億 9,349 万 8 千円　　

5億 6,200 万 0 千円　　5億 6,200 万 0 千円　　

11 億 2,289 万 9 千円11 億 2,289 万 9 千円

1億 9,152 万 2 千円1億 9,152 万 2 千円

4億 4,537 万 3 千円4億 4,537 万 3 千円

5億 6,913 万 6 千円5億 6,913 万 6 千円
2億 9,265 万 6 千円2億 9,265 万 6 千円

5億 9,574 万 8 千円5億 9,574 万 8 千円
2億 6,300 万 8 千円2億 6,300 万 8 千円

1億 5,514 万 6 千円1億 5,514 万 6 千円

3億3億 8,830 万 1 千円830 万 1千円

1億 6,126 万 1 千円1億 6,126 万 1 千円

2億 8,339 万 3 千円2億 8,339 万 3 千円
1億 1,697 万 7 千円1億 1,697 万 7 千円

4億 3,220 万 7 千円4億 3,220 万 7 千円
1億 5,149 万 2 千円1億 5,149 万 2 千円

　　5,684 万 5 千円　　5,684 万 5 千円
3億 4,720 万 8 千円3億 4,720 万 8 千円

2億 9,477 万 6 千円2億 9,477 万 6 千円
2億2億 1,695 万 2 千円695 万 2千円

2億 9,636 万 9 千円2億 9,636 万 9 千円
1億 8,905 万 4 千円1億 8,905 万 4 千円

1億 6,826 万 3 千円1億 6,826 万 3 千円
　　6,352 万 3 千円　　6,352 万 3 千円

1億 1,855 万 7 千円1億 1,855 万 7 千円
　　4,931 万 3 千円　　4,931 万 3 千円

3億 6,541 万 3 千円3億 6,541 万 3 千円
1億 9,337 万 0 千円1億 9,337 万 0 千円

　　　　　　0千円　　　　　　0千円

　　　　　　0千円　　　　　　0千円

（  ）は予算に対する収入・支出割合

6億 4,737 万 6 千円6億 4,737 万 6 千円

6億 5,420 万 7 千円6億 5,420 万 7 千円

6億 3,655 万 1 千円6億 3,655 万 1 千円

6億 1,148 万 7 千円　　6億 1,148 万 7 千円　　
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東
幾
寅
線
整
備
事
業
な
ど
を
含
む
土
木
費

の
支
出
総
額
は
１
億
６
，
１
２
６
万
１
千

円
で
予
算
額
に
対
す
る
支
出
割
合
は
25
・

３
％
、
借
金
を
返
済
す
る
公
債
費
の
支
出

済
額
は
２
億
９
，
２
６
５
万
６
千
円
で
51
・

４
％
、
ま
た
、
特
別
職
と
一
般
職
員
に
給
与

や
手
当
を
支
出
す
る
職
員
費
の
支
出
済
額
は

３
億
８
３
０
万
１
千
円
で
47
・
１
％
な
ど
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
全
体
の
予
算
額
に
対
す
る
支
出
割

合
は
39
・
０
％
で
、
前
年
度
同
期
の
41
・
６
％

よ
り
２
・６
％
高
く
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
は
別
に
健
康
保
険
や
介
護
保

険
、
町
立
診
療
所
な
ど
の
事
業
を
行
う
特
別

会
計
の
予
算
額
と
収
入
済
額
・
支
出
済
額
は

【
表
２
】
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、
特
別

会
計
全
体
の
予
算
額
に
対
す
る
支
出
割
合
は

33
・
８
％
で
、
前
年
度
同
期
の
36
・
５
％
よ

り
２
・７
％
高
く
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
公
営
企

業
会
計
の
予
算
額
と
収
入
済
額
・
支
出
済
額

は
【
表
２
】
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、
簡

易
水
道
事
業
の
予
算
額
に
対
す
る
支
出
割
合

は
24
・
９
％
、
公
共
下
水
道
事
業
の
予
算
額

に
対
す
る
支
出
割
合
は
24
・
８
％
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
一
般
会
計
の
前
年
度
予
算
の

う
ち
事
業
費
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
た
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
事
業
や
給
食
配
送
車

購
入
事
業
、
デ
マ
ン
ド
バ
ス
購
入
事
業
な

ど
の
繰
越
予
算
が
６
，
９
７
０
万
円
あ
り
、

こ
れ
ら
の
事
業
の
財
源
に
充
て
る
町
債
な

ど
の
収
入
済
額
は
３
，
０
４
１
万
４
千
円
、

繰
越
予
算
額
に
対
す
る
収
入
割
合
は
43
・
６
％
、

支
出
済
額
は
６
，
３
９
０
万
８
千
円
で
支
出
割

合
は
91
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

繰
越
予
算
と
本
年
度
の
全
会
計
予
算

を
合
わ
せ
た
町
全
体
の
予
算
総
額
は

68
億
８
，
１
４
０
万
１
千
円
と
な
り
、
収

入
済
額
は
30
億
７
，
０
５
２
万
６
千
円
で

収
入
割
合
は
45
・
５
％
、
支
出
済
額
は

25
億
８
，
９
５
７
万
４
千
円
で
支
出
割
合

は
37
・
６
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
特
別
会
計
の
執
行
状
況

■
公
営
企
業
会
計
の
執
行
状
況

■
前
年
度
か
ら
の
繰
越
予
算

♦町税の収入状況（令和７年９月３０日現在）
税 目 予 算 現 額 収 入 済 額 収 入 割 合

町 民 税 1億 3,324 万 6 千円 7,582 万 1 千円 56.9％
固定資産税 1億 3,652 万 8 千円 9,721 万 5 千円 71.2％
軽自動車税 803 万 4千円 771 万 2千円 96.0％
町たばこ税 1,833 万 7 千円 819 万 5千円 44.7％
鉱 産 税 22 万 4千円 11 万 1千円 49.6％
合 計 2億 9,636 万 9 千円 1億 8,905 万 4 千円 63.8％

　
支
出
は
・
・
・

歳 入
予 算 現 額 7億 8,386 万 7 千円
収 入 済 額 2億 9,845 万 1 千円
収 入 割 合 38.1％

歳 入
予 算 現 額 4億 8,932 万 6 千円
収 入 済 額 1億 8,880 万 6 千円
収 入 割 合 38.6％

歳 出
予 算 現 額 7億 8,386 万 7 千円
支 出 済 額 2億 6,485 万 1 千円
支 出 割 合 33.8％

歳 出
予 算 現 額 6億 1,996 万 9 千円
支 出 済 額 1億 5,402 万 0 千円
支 出 割 合 24.8％

【表２】各特別会計予算及び公営企業会計予算の執行状況（令和７年９月 30 日現在）

国 民 健 康 保 険 事 業
（34.5％） （33.8％）

後 期 高 齢 者 医 療 事 業
（30.9％） （29.1％）

介 護 保 険
（41.0％） （36.1％）

町 立 診 療 所 事 業
（42.2％） （29.4％）

【公営企業会計】
簡 易 水 道 事 業
（36.7％） （24.9％）

公 共 下 水 道 事 業
（40.8％） （24.8％）

1億円 1億円2億円 2億円3億円4億円5億円 5億円4億円3億円

予算現額 予算現額
収入済額 支出済額

　　1,470 万 4 千円　　1,470 万 4 千円

　　9,961 万 0 千円　　9,961 万 0 千円

1億 1,728 万 4 千円1億 1,728 万 4 千円

　　3,325 万 3 千円　　3,325 万 3 千円

3億 1,518 万 7 千円3億 1,518 万 7 千円
　　7,841 万 0 千円　　7,841 万 0 千円

3億3億 5,478 万 2 千円478 万 2千円
　　7,561 万 0 千円　　7,561 万 0 千円

1億 3,336 万 6 千円1億 3,336 万 6 千円

1億 1,302 万 0 千円1億 1,302 万 0 千円
　　4,763 万 3 千円　　4,763 万 3 千円

2億 6,167 万 8 千円2億 6,167 万 8 千円

2億 2,764 万 7 千円2億 2,764 万 7 千円
　　9,297 万 6 千円　　9,297 万 6 千円

　　9,613 万 0 千円　　9,613 万 0 千円

　　1,561 万 4 千円　　1,561 万 4 千円

（  ）は予算に対する収入・支出割合

特別会計

公営企業
会計

1億円2億円3億円4億円5億円 1億円 2億円 5億円4億円3億円

2億 9,513 万 8 千円2億 9,513 万 8 千円
1億　179 万 8千円1億　179 万 8千円

　　5,045 万 2 千円　　5,045 万 2 千円

3億 2,525 万 7 千円3億 2,525 万 7 千円

2億 9,513 万 8 千円2億 9,513 万 8 千円

　　5,045 万 2 千円　　5,045 万 2 千円

3億 2,525 万 7 千円3億 2,525 万 7 千円

1億 1,302 万 0 千円1億 1,302 万 0 千円
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９
月
27
日
、
秋
晴
れ
の
も
と
「
道
の

駅
南
ふ
ら
の
感
謝
祭
」
が
開
催
さ
れ
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、

観
光
客
と
の
交
流
を
深
め
る
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
南
富
良
野
高
等
学
校
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
会
が
行
わ
れ
、
迫

力
あ
る
音
色
が
道
の
駅
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。
観
客
か
ら
は
「
感
動
し
た
」「
元

気
を
も
ら
え
た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ

ら
れ
、
若
い
力
が
地
域
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

　
ま
た
、カ
ヌ
ー
部
に
よ
る「
エ
ル
ゴ（
カ

ヌ
ー
練
習
器
具
）」
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設

置
さ
れ
、
来
場
者
は
実
際
の
パ
ド
ル
動

作
を
体
験
。
カ
ヌ
ー
競
技
へ
の
理
解
を

深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
地
元
農
家
に
よ
る
「
軽
ト

ラ
市
」
も
同
時
開
催
さ
れ
、
採
れ
た
て

の
野
菜
や
果
物
が
並
び
ま
し
た
。
近
隣

の
道
の
駅
か
ら
も
出
店
が
あ
り
、
特
産

品
の
販
売
や
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

町
内
の
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
客

も
多
く
訪
れ
、
笑
顔
と
会
話
が
あ
ふ
れ

る
温
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
感
謝
祭
。

地
域
の
活
性
化
と
観
光
振
興
に
大
き
く

貢
献
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
魅
力
が
集
結
‼

道
の
駅
南
ふ
ら
の
感
謝
祭
を
開
催
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９
月
21
日
、
南
富
良
野
町
民
体
育

館
に
て
、
観
光
協
会
主
催
に
よ
る

「Nanpu Basketball Festival

」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
唯
一
の
３
人
制
プ
ロ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
「FUz 

HO
KKAIDO

.EXE

（
フ
ー
ズ
ホ
ッ
カ

イ
ド
ウ
エ
グ
ゼ
）」
の
野
口
大
介
選

手
と
田
尻
洋
輔
選
手
が
参
加
し
、
町

民
や
来
場
者
と
の
交
流
を
深
め
る
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
プ
ロ
選
手
と
の
３

×
３
に
よ
る
ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
や

シ
ュ
ー
ト
体
験
、
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大

会
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
多
く
の
参
加
者
が
プ
ロ
の
技
術
に

触
れ
る
貴
重
な
機
会
を
楽
し
み
ま
し

た
。
選
手
と
の
サ
イ
ン
会
も
実
施
さ

れ
、
記
念
撮
影
や
会
話
を
通
じ
て
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
魅
力
が
広
く

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
グ
ル
メ
の
出
店

も
並
び
、
来
場
者
は
ス
ポ
ー
ツ
と
食

の
両
方
を
満
喫
。
町
内
外
か
ら
の
観

光
客
も
訪
れ
、
活
気
あ
る
雰
囲
気
を

感
じ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
世

代
を
超
え
た
交
流
の
場
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

プ
ロ
選
手
と
交
流
‼

な
ん
ぷ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　
９
月
26
日
、
町
主
催
に
よ
る
敬
老

会
が
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
み
な
く
る

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
各
地
区
か
ら
集
ま
っ
た
75
歳

以
上
の
高
齢
者
82
名
と
来
賓
９
名
が

出
席
し
、
長
寿
を
祝
う
温
か
な
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
髙
橋
町
長
と
町
議
会

の
酒
井
議
長
よ
り
、
長
年
に
わ
た
る

ご
労
苦
へ
の
感
謝
と
長
寿
の
お
祝
い

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
出
席

者
を
代
表
し
て
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
河
野
髙
好 

会
長
（
下
金
山
）

が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
祝
宴
で
は
、
町
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
の
山
内
茂
樹 

会
長
に
よ

る
祝
盃
の
発
声
に
始
ま
り
、
幾
寅
保

育
所
年
長
組
に
よ
る
可
愛
ら
し
い
お

遊
戯
、千
里
大
学
に
よ
る
器
楽
演
奏
、

幾
寅
婦
人
会
に
よ
る
舞
踊
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
本
町
出
身

の
演
歌
歌
手
・
石
上
久
美
子
さ
ん
に

よ
る
歌
謡
ス
テ
ー
ジ
が
行
わ
れ
、
会

場
は
大
き
な
拍
手
と
笑
顔
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
出
席
者
は
、
料
理
を
味
わ
い
な
が

ら
世
代
を
超
え
た
交
流
と
祝
福
の
時

間
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
敬
老
会
の
開
催
に
あ
た
り
、
ご
協

力
い
た
だ
い
た
各
関
係
団
体
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
‼

長
寿
を
祝
う
ひ
と
と
き　

南
富
良
野
町
敬
老
会
開
催
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小学校・中学校・高等学校で小学校・中学校・高等学校で
「１日防災学校」を実施「１日防災学校」を実施

平成 28年８月に経験した豪雨災害を心に刻み、しっかりと未来に引き継ぐため、８月 31日平成 28年８月に経験した豪雨災害を心に刻み、しっかりと未来に引き継ぐため、８月 31日

の「南富良野町防災の日」の取り組みとして各学校で防災教育の授業が行われました。の「南富良野町防災の日」の取り組みとして各学校で防災教育の授業が行われました。

地域活動レポート　令和７年　清掃活動地域活動レポート　令和７年　清掃活動

「南富良野西小学校」

　9 月 4 日・19 日・25 日の 3日間で、低・中・高学年に分か
れて災害対策活動をテーマに町防災マネージャーの災害講話
が行われました。
　低学年は国内で発生している様々な災害の種類を知り、中
学年は非常持出品を考えるワークを実施。高学年は避難所運
営を模擬体験し、協力や役割分担の大切さを学びました。学
年に応じた内容で防災意識を高め、地域の安全につながる有
意義な時間となりました。

　南富良野高等学校の全校生徒が 10 月 2 日、地域貢

献活動の一環として町内のごみ拾いを行いました。

　秋晴れの空の下、生徒たちは通学路や公園などを中

心に、約 1 時間にわたって清掃活動に取り組みました。 

　この取り組みは毎年恒例の行事であり、生徒たちは

ペットボトルや空き缶、たばこの吸い殻などを丁寧に

拾い集めました。

　9 月 15 日、「りたの家」のメンバーと地域住民が協

力し、南富良野神社の清掃活動を行いました。参加者

たちは境内を丁寧に清掃しました。 

　この活動は、地域の環境美化を目的としたボランティ

ア活動の一環で、りたの家のメンバーが中心となって

企画されたものです。参加者の中には高齢者から子ど

もまで幅広い世代が含まれ、笑顔と会話があふれる温

かな時間となりました。
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地域おこし協力隊活動記地域おこし協力隊活動記 2222
　本町では、７名の「地域おこし協力隊」が町の振興や発展のため活動しています。その活動内容
や様子を町民の皆さんに紹介します。

  　中
な か や

谷　仁
よしひこ

彦 隊員（情報発信強化員）

　2023 年 10 月に南富良野町に着任してから、気づけば 2 年
が過ぎました。豊かな自然に囲まれたこの町で、地域の方々と
共に活動を続ける中で、たくさんの学びと出会いを重ねてきま
した。協力隊としての任期も残り 1 年を切り、少しずつ “ 次の
ステージ ” を意識する時期に入りました。
　この一年を振り返ると、特に印象に残っているのは、役場職
員の皆さんを対象に実施した「生成 AI 勉強会」です。急速に
進化する AI 技術を、行政の現場でどのように安全かつ有効に
活用できるかをテーマに、実際に AI を触りながら学ぶ形式で
行いました。AI の便利さだけでなく、リスクや情報管理の重
要性についても共有し、町としてのデジタル推進の一助となる
よう努めました。
　また、十勝方面の協力隊 OB・現役隊員の方々とつながる機会もあり、地域を越えた交流が新たな刺激となり
ました。お互いの活動内容や課題を共有し合うことで、協力隊同士のネットワークの力を改めて実感していま
す。
　さらに、退任後を見据えて全国規模の AI コミュニティ「地域おこし AI」を立ち上げました。北海道から沖縄
まで、AI を地域で活用している方々、現役のエンジニア、医師、AI セキュリティの専門家など、さまざまな分
野の人々とつながり、知見を交換しています。地域に根ざした AI 活用を進めるうえで、このような多様な視点
との出会いは大きな財産です。
　協力隊としての活動は残り 1 年となりましたが、私はこの南富良野町で「AI ×地域課題解決」をテーマに起
業を目指しています。これまで培った経験とネットワークを生かし、AI を通じて町の魅力をさらに高め、地域
の未来づくりに貢献できるよう、最後の一年も全力で取り組んでいきたいと思います。

役場職員に向けて役場職員に向けて
生成 AI 勉強会を行いました生成 AI 勉強会を行いました

教育委員に金村　萌絵氏が再任　　　　

　9 月 30 日をもって、教育委員として 4 年間の任期が満了とな
った金村萌絵 氏が再任されました。
　9 月に行われた町議会定例会で選任に同意され、10 月 1 日付
で辞令が交付されました。
　任命期間は、令和 7 年 10 月 1 日から令和 11 年 9 月 30 日ま
での 4 年間です。
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町
議
会
定
例
会

町
議
会
定
例
会

　　
  

行
政
報
告
・
教
育
行
政
報
告

行
政
報
告
・
教
育
行
政
報
告

　
　

令
和
７
年
９
月
17
日
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
３
回
定

　

例
会
に
お
い
て
、
髙
橋
町
長
が
４
件
の
行
政
報
告
と
鈴
木

　

教
育
長
が
６
件
の
教
育
行
政
報
告
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

　

内
容
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
南
ふ
ら

　
の
店
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

　
プ
ン
に
つ
い
て
に
つ
い
て

　

町
内
唯
一
の
ス
ー
パ
ー
で

あ
り
ま
し
た
「
エ
ー
コ
ー
プ

南
ふ
ら
の
店
」
が
「
ホ
ク
レ

ン
シ
ョ
ッ
プ
南
ふ
ら
の
店
」
に

店
名
が
変
わ
り
、
去
る
９
月
４

日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
た
店
舗
の
外
壁
は
カ
ラ
ー
塗

装
が
施
さ
れ
、
店
内
で
は
天
井

や
床
の
張
替
え
や
新
た
に
空
調

設
備
や
ト
イ
レ
が
設
置
さ
れ
た

ほ
か
、
冷
凍
冷
蔵
機
器
が
一
新

さ
れ
、
商
品
数
や
種
類
が
豊

富
に
取
り
揃
え
ら
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
に
さ
き
が
け
実
施
し

ま
し
た
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
ホ

ク
レ
ン
商
事
や
ふ
ら
の
農
業
協

同
組
合
の
関
係
者
、
北
海
道
議

会
議
員
、
町
議
会
議
員
の
皆
さ

ま
な
ど
に
ご
出
席
い
た
だ
き
、

ス
ー
パ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
を
待
ち
わ
び
た
多
く

の
町
民
の
方
々
が
見
守
る
中
、

関
係
機
関
代
表
者
に
よ
る
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。
午

前
10
時
の
開
店
に
は
、
列
を
な

し
て
お
客
様
が
次
々
と
入
店

さ
れ
、
野
菜
・
果
物
・
肉
・
魚

な
ど
の
生
鮮
食
品
や
日
常
雑
貨

な
ど
を
買
い
物
カ
ゴ
に
入
れ
、

開
店
後
２
時
間
経
過
し
て
も
店

内
は
所
狭
し
と
お
客
様
で
い
っ

ぱ
い
と
な
り
、
オ
ー
プ
ン
初
日

に
は
６
３
０
人
が
買
い
物
を
さ

れ
た
と
ホ
ク
レ
ン
商
事
よ
り
聞

い
て
お
り
ま
す
。
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
に
あ
た
り
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
機
関

の
皆
さ
ま
に
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
南
ふ
ら
の

店
の
営
業
継
続
に
向
け
て
こ
れ

ま
で
以
上
の
利
用
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
農
作
物
の
生
育
状
況
に
つ

　
い
て

　

９
月
１
日
現
在
の
農
業
委

員
会
に
よ
る
農
作
物
の
作
況

調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
主
要

作
物
の
作
況
指
数
は
、
そ
ば

は
「
１
３
３
」、
小
豆
が
「
１

２
０
」、春
小
麦
が
「
１
０
８
」、

て
ん
菜
が
「
１
０
７
」
で
、

生
育
期
の
天
候
に
も
恵
ま
れ

た
こ
と
に
よ
り
収
量
が
多
い

見
込
み
で
あ
り
、
か
ぼ
ち
ゃ

は
「
１
０
２
」
で
「
や
や
良
」、

水
稲
・
大
麦
・
大
豆
・
メ
ロ
ン
・

ミ
ニ
ト
マ
ト
は「
１
０
０
」で
、

作
柄
は
そ
れ
ぞ
れ
「
並
」
と

な
り
、
生
育
が
順
調
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
馬
鈴
し
ょ
は
「
98
」、

人
参
・
た
ま
ね
ぎ
・
ア
ス
パ
ラ
・

大
根
・
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
は

「
95
」
で
「
や
や
不
良
」、
秋

小
麦
が
「
90
」
で
「
か
る
い

不
良
」
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
は
、
春
先
の
雪
解
け

は
早
か
っ
た
も
の
の
、
低
温
、

降
雨
な
ど
の
影
響
か
ら
播
種

作
業
が
遅
れ
、
そ
の
後
、
天

候
の
回
復
か
ら
生
育
は
順
調

に
進
ん
だ
も
の
の
、
高
温
障

害
や
干
ば
つ
の
影
響
も
あ
り

作
物
に
よ
っ
て
は
品
質
や
収

行
政
報
告

企
画
課
関
連

産
業
課
関
連

９月１日に実施した作況調査９月１日に実施した作況調査

リニューアルオープンしたリニューアルオープンした
ホクレンショップ南ふらの店ホクレンショップ南ふらの店



99 広報みなみふらの No.836

量
の
低
下
に
つ
な
が
っ
て
い

る
ほ
か
、
馬
鈴
し
ょ
の
原
原

種
生
産
者
の
方
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
発

芽
不
良
の
影
響
な
ど
か
ら
厳

し
い
栽
培
管
理
だ
っ
た
も
の

と
判
断
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
あ
と
収
穫
期
を
迎
え
る

作
物
に
つ
い
て
は
今
後
の
状

況
に
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
建
設
工
事
の
進
捗
状
況
に

　
つ
い
て

　
９
月
１
日
現
在
に
お
け
る

町
発
注
工
事
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
は
、
幾
寅
・
北
落
合

地
区
の
洗
浄
帯
拡
幅
工
事
及

び
町
内
区
画
線
工
事
外
２
件

が
既
に
完
了
し
て
い
る
ほ
か
、

東
幾
寅
線
舗
装
工
事
、
公
営

住
宅
幾
寅
東
団
地
１
棟
２
戸

の
改
修
工
事
、
道
の
駅
旧
24

時
間
ト
イ
レ
解
体
工
事
外
10

件
に
つ
い
て
は
工
期
内
に
完

了
見
込
で
順
調
に
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
委
託
事
業
の
第
２

期
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

設
計
業
務
委
託
及
び
防
災
行

政
無
線
実
施
設
計
業
務
委
託
、

橋
梁
点
検
委
託
外
３
件
に
つ

い
て
も
履
行
期
日
ま
で
に
完

了
す
る
よ
う
取
り
進
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

■
町
有
地
の
貸
付
に
つ
い
て　

　

道
東
自
動
車
道
４
車
線
化

に
伴
う
狩
勝
第
二
ト
ン
ネ
ル

西
工
事
な
ど
の
施
工
業
者
２

社
よ
り
、
工
事
期
間
中
の
仮

設
事
務
所
や
50
人
か
ら
60
人

規
模
と
な
る
作
業
員
宿
舎
建

設
用
地
と
し
て
町
有
地
の
貸

付
申
請
を
受
け
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
町
と
し
て
は
町

内
で
の
消
費
拡
大
に
よ
る
地

域
経
済
の
活
性
化
な
ど
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
落
合

地
区
を
希
望
す
る
株
式
会
社

竹
中
土
木
に
は
、
落
合
診
療

所
裏
側
の
町
有
地
を
、
幾
寅

地
区
を
希
望
す
る
戸
田
建
設

株
式
会
社
に
は
、
上
川
南
部

森
林
管
理
署
事
務
所
裏
側
の

町
有
地
と
作
業
員
な
ど
の
駐

車
場
用
地
と
し
て
町
の
除
雪

管
理
セ
ン
タ
ー
奥
の
町
有
地

を
貸
付
す
る
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。

　

貸
付
期
間
は
、
い
ず
れ
も

本
年
11
月
か
ら
工
事
期
間
中

の
概
ね
３
年
間
で
、
建
物
が

完
成
す
る
来
年
４
月
頃
よ
り

利
用
さ
れ
る
と
お
聞
き
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

■
令
和
７
年
度
全
国
学
力
・

　
学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て

　

小
学
６
年
生
と
中
学
３
年

生
を
対
象
に
毎
年
４
月
に
実

施
し
て
い
る
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
の
結
果
を
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

本
町
の
結
果
は
、
全
国
・
全

道
と
の
平
均
比
較
で
は
、
小
学

生
が
国
語
に
お
い
て
全
国
・
全

道
平
均
を
下
回
り
ま
し
た
が
、

算
数
で
は
全
道
平
均
を
、
理
科

で
は
全
国
・
全
道
平
均
を
上
回

り
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
生
は

国
語
・
数
学
・
理
科
に
お
い
て

全
国
・
全
道
平
均
を
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
調
査
結
果
を
も
と

に
課
題
を
検
証
し
、
教
科
毎

の
改
善
策
に
取
り
組
み
、
児

童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
力

の
定
着
と
向
上
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

■
令
和
７
年
安
全
功
労
者
内

　
閣
総
理
大
臣
表
彰
の
受
賞

　
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
安
全
功
労
者
内

閣
総
理
大
臣
表
彰
（
学
校
安

全
関
係
）
の
受
賞
者
と
し
て
、

道
内
か
ら
南
富
良
野
小
学
校

が
選
出
さ
れ
、
去
る
７
月
１

日
に
首
相
官
邸
に
お
い
て
表

彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
の
教
育
目
標
で
あ
る
「
明

日
を
切
り
拓
く 

心
豊
か
で 

た

く
ま
し
い
子
ど
も
」
の
育
成

を
目
指
し
、
災
害
や
犯
罪
か

ら
命
を
守
る
た
め
の
安
全
教

育
を
地
域
と
連
携
し
て
、
長

年
実
践
し
て
き
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
防
災
学
習
を

は
じ
め
、
子
ど
も
の
安
全
を

地
域
全
体
で
見
守
る
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

総
務
課
関
連

建
設
課
関
連

教
育
行
政
報
告

拡幅工事を行った洗浄帯（幾寅）拡幅工事を行った洗浄帯（幾寅）
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■
１
日
防
災
学
校
等
の
実
施

　
に
つ
い
て

　

８
月
31
日
の
南
富
良
野
町

防
災
の
日
に
ち
な
み
、
中
学

校
・
高
等
学
校
に
お
い
て
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
、

１
日
防
災
学
校
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

南
富
良
野
中
学
校
で
は
、
防

災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
指
導
の

も
と
、
初
の
試
み
と
し
て
学

年
毎
に
ブ
ロ
ッ
ク
と
レ
ン
ガ

を
利
用
し
た
「
防
災
か
ま
ど
」

の
作
製
や
、
炊
き
出
し
実
習
、

避
難
所
開
設
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　

南
富
良
野
高
等
学
校
で
は
、

災
害
発
生
時
に
お
け
る
高
校
生

の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
学

校
近
隣
の
住
民
の
方
々
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
避
難
行
動
要

支
援
者
の
支
援
を
お
手
伝
い
す

る
「
避
難
支
援
実
習
」
を
は

じ
め
、
防
災
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
よ
る
講
話
や
、
避
難
所
で

起
こ
る
様
々
な
出
来
事
を
模

擬
体
験
す
る
避
難
所
運
営
ゲ

ー
ム
も
、
今
年
は
一
部
実
員

に
よ
る
内
容
を
取
り
入
れ
実

践
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
豪
雨
災
害
か
ら
９

年
が
経
過
し
、
当
時
の
様
子

を
記
憶
す
る
児
童
生
徒
や
教

職
員
な
ど
も
少
な
く
な
っ
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
被
災
地

と
な
っ
た
経
験
や
教
訓
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
地
域

全
体
で
防
災
意
識
を
高
め
る

た
め
、
継
続
し
た
取
組
み
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
南
富
良
野
中
学
校
・
高
等

　
学
校
の
部
活
動
大
会
成
績

　
に
つ
い
て

　

中
学
校
の
部
活
動
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
去
る
６

月
20
日
か
ら
中
体
連
上
川
南

部
地
区
の
球
技
大
会
が
各
担

当
地
区
で
開
催
さ
れ
、
南
富

良
野
中
学
校
か
ら
は
、
野
球
・

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
卓
球
と
近

隣
中
学
校
と
合
同
で
編
成
し

た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
計
４
種

目
に
出
場
し
ま
し
た
。
中
富

良
野
中
学
校
と
合
同
チ
ー
ム

で
挑
ん
だ
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
に
つ
い
て
は
、
上
川
代
表

決
定
戦
に
駒
を
進
め
旭
川
中

学
校
と
の
対
戦
で
は
随
所
に

好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
、
練
習

の
成
果
が
発
揮
さ
れ
た
接
戦

と
な
り
ま
し
た
が
、
惜
し
く

も
２
回
戦
進
出
は
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
各
競
技
に
お

い
て
、
生
徒
た
ち
は
日
々
の

練
習
で
培
っ
た
技
術
と
精
神

力
を
発
揮
し
、
特
に
３
年
生

は
最
後
の
大
会
と
し
て
チ
ー

ム
を
け
ん
引
し
て
い
ま
し
た
。

　

南
富
良
野
高
等
学
校
カ
ヌ

ー
部
で
は
、
７
月
26
日
に
苫

小
牧
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
北
海
道
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン

ト
選
手
権
大
会
に
お
い
て
好

成
績
を
収
め
た
、
男
子
３
名
、

女
子
６
名
の
計
９
名
が
北
海

道
代
表
選
手
と
し
て
選
ば
れ
、

10
月
３
日
か
ら
滋
賀
県
東
近

江
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る

第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

カ
ヌ
ー
競
技
に
出
場
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
に
か
な
や
ま
湖

を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
北
海
道
予
選
会
で
代
表

と
な
っ
た
男
子
５
名
、
女
子
８

名
の
計
13
名
が
８
月
１
日
か
ら

島
根
県
美
郷
町
で
開
催
さ
れ
た

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

カ
ヌ
ー
競
技
に
出
場
い
た
し
ま

し
た
。
結
果
は
、
１
・
２
年
生

が
主
体
の
チ
ー
ム
な
が
ら
男

女
12
種
目
中
５
種
目
で
予
選

を
突
破
し
準
決
勝
に
進
み
ま

し
た
が
、
惜
し
く
も
決
勝
レ

ー
ス
進
出
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
大
会
を
通
じ
部
員

そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
課
題
を

見
つ
け
、
次
の
目
標
に
向
け

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
好
会
で

は
、
日
頃
か
ら
富
良
野
警
察

署
と
連
携
し
交
通
安
全
や
防

犯
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
度
末
に
生
徒
が
制
作
し

た
「
闇
バ
イ
ト
に
関
す
る
啓

発
動
画
」
が
、
青
少
年
の
規

範
意
識
の
向
上
に
大
き
く
貢

献
し
た
と
評
価
を
得
て
、
８

月
25
日
に
富
良
野
警
察
署
長

か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
こ
の
啓
発
動

画
は
南
富
良
野
高
等
学
校
の

公
式
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
と
し
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
視
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
南
富
良
野
高
等
学
校
の
事

　
務
事
業
等
の
取
組
に
つ
い
て

　
学
校
祭
に
つ
い
て
は
７
月

４
日
、
５
日
に
実
施
し
、
生

徒
数
の
増
加
と
と
も
に
保
護

者
や
地
域
の
方
々
の
来
校
も

徐
々
に
増
え
、
会
場
と
な
っ

た
体
育
館
は
例
年
以
上
に
大

勢
の
観
客
で
賑
わ
い
、
生
徒

た
ち
は
高
校
生
活
の
一
大
行

事
で
あ
る
学
校
祭
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
バ
ザ
ー
の
焼
き
鳥
等
の
販

売
で
は
、
本
年
度
も
町
内
有

志
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、

西小学校で行われた１日防災学校の様子西小学校で行われた１日防災学校の様子

富良野警察署長から感謝状が富良野警察署長から感謝状が
贈呈された高校ボランティア同好会贈呈された高校ボランティア同好会
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学
校
祭
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
、
恒
例
と
な
っ
て
い
る

打
ち
上
げ
花
火
で
は
、
来
場

者
と
と
も
に
夜
空
を
見
上
げ
、

夏
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ

い
て
は
、
２
年
生
17
名
が
８

月
20
日
、
21
日
の
２
日
間
、

町
内
や
富
良
野
市
内
の
各
事

業
所
で
就
業
を
体
験
し
、
９

月
３
日
の
報
告
会
で
は
、
受

入
事
業
所
に
対
す
る
お
礼
と

実
習
の
成
果
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。

　

令
和
８
年
度
の
入
学
生
徒

募
集
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
遠
方
か
ら
の
入

学
者
の
生
活
環
境
を
整
備
す

る
た
め
、
学
生
寮
の
増
設
工

事
を
進
め
る
と
と
も
に
、
学

校
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
更

新
し
て
、
６
月
下
旬
か
ら
富

良
野
沿
線
の
ほ
か
新
得
町
、

日
高
町
、
安
平
町
方
面
の
中

学
校
８
校
、
更
に
は
、
札
幌

市
内
の
中
学
校
95
校
と
近
郊

の
江
別
市
、
恵
庭
市
、
北
広

島
市
、
千
歳
市
の
27
校
、
旭

川
市
内
23
校
の
計
１
５
３
校

を
訪
問
し
、
各
中
学
校
の
校

長
や
教
頭
、
進
路
指
導
の
教

員
に
対
し
学
校
紹
介
を
行
い
、

中
学
３
年
生
に
対
す
る
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
依
頼
し

ま
し
た
。
去
る
９
月
１
日
に

高
校
で
開
催
さ
れ
た
見
学
説
明

会
で
は
、
町
内
を
は
じ
め
富
良

野
沿
線
や
旭
川
市
、
札
幌
市
、

千
歳
市
の
ほ
か
、
訪
問
を
行
っ

て
い
な
い
道
東
方
面
な
ど
か

ら
生
徒
49
名
と
保
護
者
40
名

が
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
在

校
生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
学
校
紹
介
や
授
業

見
学
、
キ
ャ
ン
プ
用
テ
ン
ト

の
設
営
体
験
、
部
活
動
紹
介

な
ど
が
行
わ
れ
、
高
校
生
が

主
体
と
な
っ
て
対
応
す
る
座

談
会
で
は
、
中
学
生
や
保
護

者
か
ら
の
質
問
に
対
し
丁
寧

に
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
22
日
に
は
南

富
良
野
中
学
校
及
び
南
富
良

野
高
校
の
生
徒
を
は
じ
め
、

町
民
の
皆
さ
ん
や
高
大
連
携

協
定
を
結
ん
で
い
る
札
幌
国

際
大
学
と
北
海
道
文
教
大
学

の
学
生
が
参
加
し
て
、
今
回
で

２
回
目
と
な
る
「
次
世
代
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
高
校
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
高

校
生
と
大
学
生
の
交
流
や
札

幌
国
際
大
学 

斉
藤
修
教
授
の

「
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
演
題
と
し
た
講
演
の
ほ
か
、

北
海
道
文
教
大
学 

小
山
田
准

教
授
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
た
後
、
12
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
「
旧
北
落
合
小
学
校
の

有
効
的
な
活
用
法
」
を
テ
ー

マ
に
意
見
を
交
わ
し
、
各
班

か
ら
は
宿
泊
施
設
や
カ
フ
ェ

と
し
て
の
活
用
な
ど
の
案
が

発
表
さ
れ
、
町
内
の
中
高
生

が
自
ら
地
域
の
活
性
化
に
つ

い
て
考
え
る
機
会
を
通
し
て
、

次
代
を
担
う
人
材
育
成
を
図

る
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

■
沖
縄
県
本
部
町
親
善
交
流

　
事
業
に
つ
い
て

　

去
る
６
月
30
日
か
ら
７
月

４
日
ま
で
の
４
泊
５
日
の
日

程
で
、
第
33
回
目
と
な
る
沖

縄
県
本
部
町
と
の
親
善
交
流

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
町
内
小
学
校

２
校
の
６
年
生
全
員
と
な
る

17
名
と
、
随
行
者
５
名
の
計

22
名
が
、「
南
の
国
の
真
夏
に

挑
む
体
験
の
旅
」
交
流
団
と

し
て
南
富
良
野
町
を
出
発
し
、

初
日
の
歓
迎
会
で
は
平
良
町

長
を
は
じ
め
多
く
の
関
係
者

の
皆
様
か
ら
温
か
い
歓
迎
を

受
け
ま
し
た
。

　

翌
日
か
ら
は
梅
雨
が
明
け

た
真
っ
青
の
空
と
強
い
陽
ざ

し
の
中
、
マ
リ
ン
体
験
や
伊

豆
味
小
学
校
と
の
交
流
学
習
、

海
洋
博
公
園
見
学
な
ど
、
本

部
町
で
の
様
々
な
体
験
を
通

し
て
、
生
活
文
化
の
違
い
や

自
然
環
境
を
感
じ
取
っ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
で
沖
縄
戦
終
結

か
ら
80
年
の
節
目
を
迎
え
、
毎

年
、「
全
戦
没
者
追
悼
式
」
が

行
わ
れ
る
糸
満
市
で
は
、「
ひ

め
ゆ
り
の
塔
」
を
は
じ
め
「

平
和
の
礎
」
や
「
平
和
祈
念

資
料
館
」
を
見
学
し
、
平
和

の
尊
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し

た
。

　

２
月
に
本
町
を
訪
れ
た
児

童
と
の
再
会
を
待
ち
望
ん
で

い
た
、
本
部
町
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
で
は
、
各
家
庭
で
貴

重
な
一
夜
を
過
ご
し
、
児
童

ど
う
し
の
交
流
に
留
ま
ら
ず
、

保
護
者
を
交
え
た
フ
ァ
ミ
リ

ー
交
流
と
し
て
も
、
友
好
の

和
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
得
ら
れ
た
経

験
を
今
後
の
学
校
生
活
は
も

と
よ
り
、
将
来
の
自
己
実
現

に
活
か
し
て
い
た
だ
き
、
本

部
町
と
の
交
流
が
途
絶
え
る

こ
と
な
く
、
深
い
絆
と
な
っ

て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

高校見学説明会の様子高校見学説明会の様子

次世代育成プロジェクト次世代育成プロジェクト
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貸したい・売りたい
土地や住宅を「空き家バンク」に登録しませんか？

　町内にある空き家や空き地を貸したい、売りたいと考えている方の物件情報を「空き家バンク」へ
登録いただき、移住・定住希望者へ情報発信し、定住促進と物件の有効活用を進めています。なお、
空き家バンク制度は情報発信を目的としており、賃貸、売買の交渉などは当事者間で行っていただき
ます。
○登録対象物件
　町内にある空き家、空き店舗、空き事業所などの建物および土地
○周知方法
　建物や土地の所有者が賃貸もしくは売買など希望する情報を登録して
　いただき、町ホームページ、町公式 SNS 等を通して周知します。
○その他
　登録や情報発信に係る費用は一切かかりません。

●問い合わせ先　企画課企画振興係　☎ 52 － 2115

南富良野町公式アカウントの登録をお願いします南富良野町公式アカウントの登録をお願いします
　南富良野町公式アカウントの登録をお願いします。Instagram、Facebook、Ｘ（旧 Twitter）、LINE を活用して、
南富良野町の魅力や最新情報をお届けしています。町内の皆様には LINE を通じて生活に役立つ情報を発信
しています。Instagram、Facebook、Ｘでは、町外の方々に向けた南富良野町の素敵な情報を共有しています。
ぜひご登録ください。

LINE Instagram facebook X

町ホームページ

防災行政無線整備に係る受信端末の貸与希望調査にご協力ください
　平素より地域防災活動にご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。
　現在、南富良野町では防災行政無線の整備にあたり、情報受信端末の必要数把握のため、65 歳
以上の方がいる世帯を対象に、受信端末の貸与希望調査を実施しています。本調査により、設置の
有無が決定するものではありませんが、整備計画等を確定するために必要なものとなっております。
　まだ提出がお済みでない方は、以下の内容をご確認のうえ、忘れずにご回答いただきますようお
願いします。

〇調査対象　65 歳以上の方がいる世帯
〇提出方法　貸与希望調査票に同封の返信用封筒にて郵送ください。（持参可）
〇提出期限　令和 7年 11 月 14 日（金）
ご不明な点がございましたら、下記までお問合せください。

●問い合わせ先　防災安全推進室防災係　☎ 52 － 2112

大切な大切な

お知らせお知らせ

https://page.line.me/065zdjnk?openQrModal=true
https://www.instagram.com/minamifurano_town?igsh=MWYxZjI1Y3ZyYzRpZQ%3D%3D
https://www.facebook.com/town.minamifurano?mibextid=wwXIfr&rdid=36p1n0l27wrnAf8h&share_url=https%3A%2F%2Fwww.facebook.com%2Fshare%2F1Jgw9r4rmk%2F%3Fmibextid%3DwwXIfr#
https://x.com/nanpu_town?s=21&t=j8oDz9vz6UD87WuKxjoSkA
https://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/kurashi-info/%e4%bd%8f%e5%ae%85-2/akiya-bank/
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　令和７年第２回富良野広域連合議会定例会が１０月９日（木）に開催され、広域連合長から提出さ

れた議案５件（補正予算１件、人事１件、認定１件、報告１件、その他１件）が原案のとおり可決・

認定されました。

　広域連合長から公共串内牧場における小型ピロプラズマ症の発生についての行政報告があったほか、

任期満了に伴う教育委員会委員は、森田智恵子氏（占冠村教育委員会委員）が再任されました。

　可決・認定された案件は次のとおりです。

　※補正予算

　　○議案第 1 号　令和７年度富良野広域連合一般会計補正予算（第３号）　　

　　　歳入歳出それぞれ１，６１７千円を増額

　　　《主な歳入補正》

・分担金及び負担金 △ 50,949 千円 市町村負担金

・繰越金 60,446 千円 繰越金

・諸収入 △ 7,295 千円 安全装備品整備事業助成金

・国庫支出金 △ 585 千円 消防団設備整備費補助金

　　　《主な歳出補正》

・総務費（総務管理費） 260 千円 器具購入費

・衛生費（清掃費） 107 千円 受信料

・農林業費（農業費） 38 千円 受信料

・消防費（消防本部費） 393 千円 受信料

・消防費（常備消防費） 5,112 千円 受信料、児童手当ほか

・消防費（非常備消防費） △ 5,956 千円 受信料、器具購入費ほか

・消防費（消防施設費） 682 千円 施設修繕料、器具購入費

・教育費（保健体育費） 981 千円 受信料、自動車借上料ほか

　※人事

　　〇議案第２号　富良野広域連合教育委員会委員の任命について

　　　　森田智恵子 氏（占冠村教育委員会委員）＜再任＞

　※認定

　　○認定第１号　令和６年度富良野広域連合一般会計歳入歳出決算の認定について

　※報告

　　○報告第１号　専決処分報告について

	 ・北海道市町村職員退職手当組合規約の一部変更について

	 ・北海道市町村総合事務組合規約の一部変更について

	 ・北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の一部変更について

　※その他

　　〇議案第３号　指定管理者の指定について（公共串内牧場哺育育成センター及び採草放牧兼用地）

　※その他会議に付した案件

　　○監査委員報告（例月出納検査結果報告　令和６年度１月分～５月分、令和７年度４月分～８月分）

　　○令和６年度富良野広域連合教育行政評価報告

令和７年第２回　富良野広域連合議会定例会報告令和７年第２回　富良野広域連合議会定例会報告
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このコーナーでは、地域や学校で行われるイベント行
事などを紹介します。皆さんの身近で行われている楽
しい催しなどありましたら、企画課広報統計係（☎︎ 52-
2115）（FAX 52-2922）までお知らせください。

カメラレポートカメラレポート
CAMERA REPORTCAMERA REPORT

泥まみれで学ぶ秋の実り！
西小っ子が稲刈り体験　　 （9 月 16 日）

　9 月 16 日、西小学校の児童が稲刈り体験を行いました。
田んぼに足を踏み入れ、鎌を手に一束ずつ丁寧に稲を刈り
取り、農作業の大変さと収穫の喜びを実感しました。 
　体験の場を提供した永井洋平さんは、「昔の人たちは広
い土地をすべて手作業で行っていた。皆さんもその苦労が
学べたと思う」と語り、児童たちに農業の歴史と労働の尊
さを伝えました。 
　児童たちは泥まみれになりながらも笑顔で作業に取り
組み、自然と向き合う貴重な学びの時間となりました。

舞台で輝け！～青春 Festival ～
南富良野中学校学校祭　　（9 月 20 日）

　南富良野中学校の学校祭が体育館で開催されました。
今年のテーマは「舞台で輝け！～青春 Festival ～」。英語
暗唱発表や全校合唱のほか、各学年による演劇が披露さ
れました。演劇は元富良野演劇工場長の指導を受け、演
技力と表現力が光る舞台となり、観客からは「笑いあり、
感動ありの素晴らしい演劇だった」との声も寄せられま
した。
　全校生徒 37 人が一丸となって取り組み、一人ひとり
が舞台でも裏方でも輝きを放ち、協力と努力が形となっ
た思い出深い一日となりました。

ログホテルラーチで
最後のテーブルマナー講座（9 月 22 日）

　9 月 22 日、町振興公社の地域貢献事業の一環として、
ログホテルラーチにて南富良野高校の卒業予定の 3 年生
12 名を招待し「テーブルマナー講座」が開催されました。
　ラーチの佐々木支配人が、ナイフとフォークの使い方
や料理の説明などを丁寧に説明され、生徒たちは緊張し
ながらも真剣な表情でコース料理を味わい、実践的にマ
ナーを学びました。
　今回の講座は、ログホテルラーチ閉鎖前の最後の開催
となり、生徒たちにとって忘れがたい貴重な経験となり
ました。
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次世代育成プロジェクトの
報告書を町長へ提出　　　　（9 月 30 日）
　9 月 30 日、南富良野高校で実施された「次世代育成プロ
ジェクト」の成果報告が町長に対して行われました。今回
のプロジェクトでは、旧北落合小学校跡地の活用をテーマ
に、生徒たちが地域の未来について考え、意見をまとめま
した。
　報告では、地域資源の活用や住民の交流拠点としての可
能性、観光や教育との連携など、多角的な視点から提案が
なされました。生徒たちは、アイデアを練り上げ、町の将
来に向けた具体的なビジョンを町長に伝えました。
　町長は「昨年から始まった企画だが、地域ために今後も
続けてほしい」と述べられました。

高校生が鹿の角でタモを製作
地域資源を活かした新たな挑戦

（9 月 25 日）
　南富良野高校ボランティア同好会が、地元に多く生息す
る鹿の角を活用して、釣り用のタモ（網）を制作し、町内
の物産センターに納品しました。
　このタモを考案した吉

よ し だ

田伊
い お り

織さん（1 年）は、普段から
ルアー作りを趣味としており、「南富良野町には鹿がたく
さんいるので、その角を使って何か作れないかと考えた結
果、タモが思い浮かんだ」と話しました。
　南富フーズ㈱から提供された鹿の角を持ち手部分に使用
したタモは、鹿の角ならではの風合いと手作りの温かみが
感じられる逸品となっています。

森とふれあう学びの時間
ピュアポテトの森で環境学習

（10 月 6 日）
　10 月 6 日、南富良野小学校の 3 年生児童 10 名が、上
川総合振興局南部森林室富良野事務所、南富良野町森林組
合、町産業課の方々の指導のもと、森林環境学習を行いま
した。
　この学習では、児童たちが実際にのこぎりを使って木を
伐採する体験を通じて、森林の役割や木材の活用について
学びました。安全に配慮しながらも、児童たちは真剣な表
情で木に向き合い、自然の力強さと人の手による作業の大
切さを実感しました。
　また、伐採した木材を使って型を切り抜き、オリジナル
のアクセサリー作りにも挑戦し、木のぬくもりを感じてい
ました。
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学校教育係・生涯学習係
☎52-2145教 委 員 会 通 信育

図書貸出
個人カード

公民館図書館から新刊のご紹介公民館図書館から新刊のご紹介
　「捨てたい人　捨てたくない人」　群　ようこ　著

これは、捨てる！あれも、捨てる・・・・・？

溢れかえる洋服、本、フィギィア、溜め込んだカップ麺、レトルトカレー、非常食、

密かに隠した写真に手紙・・・・・。他人事ではありません！

身内の身の回りを“断捨離”しようとする人たちの、右往左往に

大共感の連作小説。

これまでの新刊やおすすめ本はこちらから　→

英会話教室受講生募集中
日常英会話編Ⅲ

○開 催 日　12 月１日、８日、１５日

○内 容　緊急電話、旅行など

○申込締切　１１月２１日（金）まで

　※詳細は教育委員会（☎ 52-2145）まで

みなくる 2階
図書室へ行こう

持っていない

借りたい本を選び、本
に添付されている貸出
カードに図書貸出個人
カードの個人番号を記
入して、所定の箱に投
函してください。

持っている

保健福祉課窓口で
カードを作りましょう

みなくる玄関前ポスト又
は１階ロビーの返却箱に
投函してください。

返　却
○ 場 所　　保健福祉センターみなくる　２階
○ 開館時間　　月～金曜日　８時４５分 ～１７時１５分
　　　　　　　  土日祝日　１０時００分 ～１７時００分
○ 休 館 日　　年末年始
○ そ の 他　　読みたい本が図書室にない場合、図書室内に設置してあ
　　　　　　  るリクエストボックスに読みたい本の題名等を記入し投函
　　　　　　  してください。また、道立図書館から借りることができます。道立図書館から借りた
　　　　　　  い本があれば教育委員会へ連絡してください。
　　　　　　  ※道立図書館の蔵書は下記URL または「北海道立図書館」で検索し確認できます。

　北海道立図書館HP → https://www.library.pref.hokkaido.jp
　※右記の二次元コードから読み込みできます。　
　　図書室では史跡についても紹介しておりますので、
　足を運んで南富良野町の歴史についても調べてみてく
　ださいね。

北海道立図書館
ホームページ

図書室で本を借りてみませんか？

https://www.library.pref.hokkaido.jp/
https://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/%E4%BB%A4%E5%92%8C%EF%BC%97%E5%B9%B4%E5%BA%A6%E5%9B%B3%E6%9B%B8%E3%81%A4%E3%81%86%E3%81%97%E3%82%93/
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最
後
の
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
講
座 

～
今
ま
で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

　
９
月
22
日
、「
か
な
や
ま
湖
ロ
グ
ホ

テ
ル
ラ
ー
チ
」
を
運
営
す
る
南
富
良
野

町
振
興
公
社
様
の
ご
厚
意
で
フ
レ
ン

チ
コ
ー
ス
を
ご
用
意
し
て
い
た
だ
き
、

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
３
年
生
12
名
に
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
例
年
１
月
に

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
ラ
ー
チ
の
閉

鎖
に
伴
い
、
な
ん
と
か
実
施
し
て
い
た

だ
け
な
い
か
と
ご
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

こ
の
時
期
に
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
ナ
イ
フ
と
フ
ォ
ー
ク
、
ナ
プ
キ
ン
の

使
い
方
や
グ
ラ
ス
の
持
ち
方
な
ど
の
食

事
の
マ
ナ
ー
と
、
料
理
の
説
明
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

を
学
ぶ
の
が
初
め
て
の
生
徒
も
お
り
、

戸
惑
い
な
が
ら
も
美
味
し
い
料
理
に
舌

鼓
を
う
っ
て
い
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル

マ
ナ
ー
は
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
佐
々
木
支
配
人
か
ら
「
一
番
の
マ

ナ
ー
は
食
事
を
楽
し
む
こ
と
」
と
言
っ

て
い
た
だ
き
、
そ
の
言
葉
で
生
徒
は
、

美
味
し
い
食
事
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
楽
し
み
な
が

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
春
か

ら
社
会
人
に
な
る
生
徒
も
お
り
、
会
食

の
機
会
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
講

座
は
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
非
常
に
貴
重

な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
取
組
は
今
年
で
17
年
目
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
回
を
持
っ
て
終
了
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
約
３
０
０
名
の

南
富
高
生
に
料
理
を
ご
提
供
い
た
だ

き
、
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
南
富
良
野
町
振
興
公
社

及
び
か
な
や
ま
湖
ロ
グ
ホ
テ
ル
ラ
ー
チ

の
皆
さ
ま
、
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
ベ
リ
ー
摘
み
体
験
活
動

　
７
月
８
日
は
、
金
山
小
果
樹
園

で
ベ
リ
ー
摘
み
体
験
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
様
々
な
ベ
リ
ー
が
実

を
付
け
て
い
ま
し
た
が
、
ど
の

ベ
リ
ー
に
も
「
旬
」
が
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
の
時
期
に
お
い
し
い
ベ

リ
ー
を
み
ん
な
で
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。

▼
修
学
旅
行

　
６
年
生
は
も
う
一
つ
宿
泊
的
行

事
が
あ
り
、
そ
れ
が
修
学
旅
行
で

す
。

　

　
９
月
９
日
か
ら
10
日
、
今
年
は

札
幌
方
面
へ
の
旅
行
と
な
り
ま
し

た
。
大
倉
山
や
最
近
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
た
青
少
年
科
学
館
や
エ
ス

コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
北
海
道
な
ど
、

一
度
は
体
験
し
た
い
場
所
の
見
学

や
自
主
研
修
を
楽
し
み
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
貴
重
な
体
験

と
な
り
ま
し
た
。

　
本
校
で
は
一
年
を
通
じ
て
少
人

数
な
ら
で
は
の
活
動
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。
11
月
に
は
学
芸
会
、

12
月
に
は
実
っ
た
餅
米
を
使
っ
た

「
も
ち
つ
き
集
会
」
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
多
様
な
体
験
活
動
を
通

し
、
学
び
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
･

ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

令和７年１０月２８日発行　　南　　富　　高　　新　　聞　　第　１０２　号
南
富
高
新
聞

南
富
高
新
聞

第102号
発　行

南富良野高等学校

▶▶▶南富良野西小学校▶▶▶
   シリーズ 学校だより

各学校の取り組みを紹介します。
235
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 しょうぼう広報ほのお
富良野消防署南富良野支署

☎ 52-2119　FAX 52-2979

fs-nanpu@vesta.ocn.ne.jp

災害案内　☎ 52-3119

南富良野支署出動件数（令和７年１月１日～令和７年９月３０日 )
○救急出動　１１３件（うちドクターヘリ要請件数 ６件）
○火災出動　　　１件（うち他市町村応援出動　　 １件）
○救助出動　　　２件

救命講習とマイナ救急のご案内救命講習とマイナ救急のご案内

救命講習とは？

　救命講習とは、消防によって行われている応急処置技能講習のことで、救命・悪化防止・苦痛軽減
を目的とした応急処置の実技指導が行われます。救命講習は６コースから選び、個人での受講も可能
となっており、昨年令和６年の南富良野町では３３２名が救命講習を受講しています。

　各コースの講習内容

・普通救命講習Ⅰ（180 分）　主に成人を対象とした心肺蘇生法等
・普通救命講習Ⅱ（240 分）　心肺蘇生法等及び筆記並びに実技試験
・普通救命講習Ⅲ（180 分）　主に小児及び乳児を対象とした心肺蘇生法等
・上級救命講習  　（480 分）　心肺蘇生法等、傷病者管理法、外傷手当法搬送法及び筆記並びに実技試験
・救急入門コース（  90 分）　心肺蘇生法及び AED 使用法
・一般救急講習　　　　　　  心肺蘇生法、AED 使用法、副子木固定法、止血法、異物除去法ほか応	
			   　　　急処置関連で知りたい処置の方法を一般救急講習では受講可能です。

不明な点がございましたら南富良野支署救急救助係までお問い合わせください。

マイナ救急ってなに？

　救急隊員が傷病者のマイナ保険証を活用し、医療情報等を閲覧する仕組みのことです。病歴、薬の
処方歴、病院の受診歴が確認できるため救急隊員に説明する負担が減り、より適切な処置を受けるこ
とができます。
　救急隊員が同意を得てからマイナ保険証の情報を確認しますので救急隊が到着するまでにマイナ保
険証を準備してお待ちください。

詳しくはこちら　https://www.mynakyukyu-demonstration.com/（総務省消防庁マイナ救急ページ）

マイナ救急が１０月１日から始まっています ‼

https://www.fdma.go.jp/mission/enrichment/mynakyukyu/mynakyukyu.html
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　　　外もだんだん寒くなり、冬の足音がもうすぐ聞こえそうですね。衣替えは終わりました
か？お子さんの冬物で足りないものがありましたら、支援センターにリサイクル品がありま
すので、ぜひ活用してください。

ねんねだった赤ちゃんも、いつの間にかはい
はいができるようになりました。

　枝豆の収穫をしました。5月から育て始めて、
「まだかな～？」「大きくなあれ」と毎日水やり
をし、とても大きくなりました。収穫の時には
力いっぱい抜いて、大きさや量に驚いたり、と
ても嬉しそうにしたりと笑顔がたくさん見られ
た子ども達でした。

　和楽園で毎月行っている茶話会に参加させて頂き
ました。今回はたこ焼きパーティーで、子ども達も
たこ焼きづくりに挑戦！材料をたっぷり入れて、と
ても美味しそうなたこ焼きができました。できたて
ホヤホヤのたこ焼きを「美味しい！」と満面の笑顔
で食べ、和楽園の利用者の方々、地域の方々との交
流もできて楽しい 1日になりました！

楽しみにしていたぶどう狩り。おいしそうな
ぶどうをたくさん見つけて大満足！

☆ 0歳ぷっこ☆ 0歳ぷっこ

南富良野産のじゃがいもで野菜を混ぜた 3色
いももちできました。大きなお口でぱくっ！

休日のパパ達がお子さんと遊びに来てくれました。
パパ同士の交流もでき、賑やか時間になりました。

☆ぷっこクラブ（クッキング）☆ぷっこクラブ（クッキング） ☆ぷっこクラブ（ぶどう狩り）☆ぷっこクラブ（ぶどう狩り）

保 育 所 の 元 気 な 子 ど も た ち

幾寅保育所 金山保育所

子育て支援センター「ぷっこ」だより子育て支援センター「ぷっこ」だより ☎ 52-2315
〜☆★明るく元気な子に育ちますように☆★〜　　　　　         子育て支援センター　☎ 090-5985-4339

☆パパぷっこ☆パパぷっこ
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□
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行
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／
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 広
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統
計

係
　

Tel.52-2115
□

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

http://w
w

w.tow
n.m

inam
ifurano.hokkaido.jp

古
紙

配
合

率
60パ

ー
セ

ン
ト

の
再

生
紙

を
使

用
し

て
い

ま
す

。

寄
附
・
寄
贈

寄
附
・
寄
贈

　　

次
の
方
々
か
ら
寄
附
・
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
ご
厚
志
に
対
し
紙
上
を
も
っ
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

南
富
良
野
町
へ

○
幾

寅　

森
ま
さ
子
様
よ
り
故
森
敏
範

様
生
前
の
ご
厚
志
に
対
す
る
お
礼
と
し
て十

万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
幾

寅　

森
ま
さ
子
様
よ
り
故
森
敏
範

様
生
前
の
ご
厚
志
に
対
す
る
お
礼
と
し
て十

万
円

一
味
園
・
か
ら
ま
つ
園
・
こ
ざ
く
ら
園
へ

○
札
幌
市　

内

田

美

江　

様

○
幾

寅　

小

野

敦

子　

様

○
富
良
野
市　

内

海

義

博　

様

○
幾

寅　

山

下

英

治　

様

○
幾

寅　

髙

野

康

夫　

様

○
東
川
町　

　
　
　

東
川
国
際
文
化
福
祉
専
門
学
校　

様

○
釧
路
市　

白

戸

光

昭　

様

○
富
良
野
市　

大

場

恭

秀　

様

○
江
別
市　

川

村

俊

子　

様

○
札
幌
市　

　
　
　
札
幌
ス
ポ
ー
ツ
＆
メ
デ
ィ
カ
ル
専
門
学
校　
様

★町内会に加入しましょう★

　町内会は、住民みんなで協力して地域をより快適

で住みやすくするための活動をしています。お祭り

やゴミステーションの清掃、防災活動、そして子ど

もたちや高齢者のサポートまで、暮らしのあらゆる

場面で関わっています。

　町内会に参加することで 温かい人間関係が築

けたり、 地域の課題をみんなで解決できます。 

　地域の絆をさらに深め、より良いまちづくりにつ

ながります！ぜひ町内会に加わってみませんか？

問い合わせ先：企画課広報統計係　☎ 52 － 2115

町ホームページで求人情報を掲載しています

　町民の皆さまや移住希望者へ向け、町ホームページで求人情報を掲載しています。
　フルタイム／パートタイムの種別ごとにまとめていますので、お仕事を探されている方はぜひ
ご覧ください。
◎掲載場所　右記の二次元コードを読み込みご覧ください。
　　　　　　町ホームページ＞移住・定住情報＞３．お仕事
　　　　　　ホーム右下（スマートフォンの場合は下部）のバナー欄にも掲載
　　　　　　しています。

　
　
　
　
　
　

（
令
和
７
年
９
月
末
日
現
在
）

　
　
　
　
　

　
　

人　

口　
　
　

２
，
２
０
０
人
（
△
16
）

　
　
　

男　
　
　
　

１
，
１
２
１
人
（
△
10
）

　
　
　

女　
　
　
　

１
，
０
７
９
人
（
△
６
）

　
　

世
帯
数　
　
　

１
，
２
９
９
戸
（
△
10
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（　

）
内
は
前
月
比

 

★
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　

幾　

寅　

久　

保　
　

ス　

ヱ
（

102
）

　
　
　
　

令
和
７
年
９
月
１
日
逝
去

　

幾　

寅　

森　
　
　
　

敏　

範
（
75
）

　
　
　
　

令
和
７
年
９
月
27
日
逝
去

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち

https://www.town.minamifurano.hokkaido.jp/migration-info/#section3



